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（仮称）生駒市北部スポーツセンター施設維持管理業務仕様書 

（テニスコート） 

 「（仮称）生駒市北部スポーツセンター管理運営業務仕様書（総括）」に定めるとおり、

（仮称）生駒市北部スポーツセンターのテニスコートにおける施設の維持管理業務の業務

内容及び業務水準については、本仕様書によるものとする。 

１ 基本的事項 

 本仕様書のほか、「建築保全業務共通仕様書（最新版）」（国土交通省大臣官房官庁営繕部

監修）を参考に、下記の点に留意しつつ、施設の維持管理業務を遂行すること。 

  ① 施設が有する機能及び性能等を有すること。 

  ② 合理的かつ効率的な維持管理に努めること。 

  ③ 経年劣化等による危険・障害等の発見・点検に努めること。 

２ 業務範囲 

 テニスコート（壁打ちコートを含む。）を範囲とする。 

３ 清掃業務 

  日常的に開場前に行う業務として、本体及び付帯施設の清掃を行うこと。特に落葉時

期は、場内を中心に清掃を行うこと。清掃回数等の条件は、指定管理者が状況に応じて

適切に設定すること。ベンチ、手すり等の清掃を随時行うこと。 

  なお、イベント時など、近隣道路等の清掃を行うこと。 

４ 警備業務 

  秩序保持及び安全対策のため、利用者の安全確保と施設の円滑な運営に寄与する。 

 (1) 実施内容 

  ① 盗難、放火、施設の破壊、その他不法行為者の発見と排除 

  ② 不法侵入者、潜伏者、その他不審者の発見と排除 

  ③ ビラ貼り禁止、許可以外の物品販売規制、避難経路の確保、誘導体制確認、指示 

  ④ 郵便物の安全な受理及び不審物の有無の確認 

  ⑤ 定時巡回は 1 日 1 回以上とする。 

  ⑥ その他警備に付随する業務 

   ア 事故発生時における関係者への通報連絡 

   イ 防犯灯の点灯、消灯の確認 

   ウ 美観の保持 
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  ※ 施設従事者は、警備業務を利用者サービス業務等の従事者と兼務することができ

る。 

 (2) 業務上の注意 

  ① 火災等緊急事態が発生した場合、初期消火、避難誘導、その他人的物的被害を最

小限に止めるため、迅速に適切な処置を講ずること。夜間・休日等状況によっては、

消防署、警察署等関係機関に連絡すること。また、速やかに教育委員会に連絡する

こと。 

  ② 日常の勤務体制は厳正にし、またその責任を十分に自覚して業務遂行に努めるこ

と。 

  ③ 常に言語動作に注意し、利用者等に不快感を与えないよう配慮すること。 

  ④ 緊急連絡先を掲示して、緊急時には速やかに連絡が可能であるようにしておくこ

と。 

  ⑤ 管理規則を常備し、十分に熟知しておくこと。 

  ⑥ 昼間時については、現在警備業務に含まれている業務の一部又はすべてを可能な

範囲で施設運営業務として実施することも可とする。 

５ 設備保守点検管理業務 

 指定管理者は、設備を常に最良の状態に維持し、施設利用者が快適に施設を利用できる

良質な環境を提供すること。業務に当たっては、確実性、安全性及び経済性を配慮するこ

と。 

 (1) 運転監視業務 

  設備の適正な運用を図るために行う運転及び監視並びにこれらに関連する電力、用水、

燃料などの需給状態を管理すること。また、運転監視業務の実施状況は運転日誌等に記

録すること。 

 (2) 日常管理・点検業務 

  日常の点検、整備を基本とし、設備機器の正常な状態を確認すること。また、点検の

実施結果は、点検記録表等に記録すること。設備機器等に故障及び異常を発見し、応急

処理の必要がある場合は、その波及被害を防止するため常備する工具類又は部品を用い

て処置すること。 

  開場前に場内の整地及び付帯施設（ネット類及びコートブラシ等）の点検等を行うこ

と。コートの最終使用者に対し、事務所へのネット等の返却を指導すること。閉場後に、

ネット下げ等を行うこと。 

倉庫等は、適宜、資材・機材の整理整頓を行い、土砂等を取り除き清潔に保つこと。 
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  機材（備品）の使用後は洗浄清掃を行うとともに、定期的に注油、オイル交換等のメ

ンテナンス整備を行うこと。 

 (3) 定期点検・測定・整備業務 

  機能保持のため、年 1 回以上外観点検、整備業務を行うこと。その際に必要な消耗品

の更新についても、指定管理者の負担により随時行うこと。 

また、点検及び正常に機能しない際の対応などについて、適切に記録を残すこと。 

定期的に設置器具。定期的に排水施設の泥上げ、コート砂の補充及び敷き均し等を行

うとともに、その他の設備（ベンチ、手すり）の点検も定期的に行うこと。 

６ 草刈・剪定等業務 

 ① 草刈、剪定及び除草等を随時行うこと。なお、除草剤は使用してはならない。 

 ② 枯損植物、枯れ枝、支障枝は発見次第早急に除去すること。 

 ※ 草刈等の実施回数等の条件は、指定管理者が状況に応じて適切に設定すること。 

７ 軽微な補修・修繕等 

 施設等の本来の効用持続年数を維持するために必要な限度に要する費用（130 万円未

満）は指定管理者が負担することとし、当該費用以上の費用を要する修繕については、教

育委員会が負担する。 


